
年
末
年
始
の
業
務
案
内

障
害
者
自
立
支
援
法
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

「
下
水
道
」
に
つ
い
て
学
ぼ
う

市
の
家
計
簿

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ 

き
た
な
ご
や

市
民
記
者
レ
ポ
ー
ト
『
ハ
ン
ズ
』

暮
ら
し
の
情
報

相
談
コ
ー
ナ
ー

い
き
い
き
健
康
ガ
イ
ド

イ
ベ
ン
ト
・
施
設
情
報
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私たちが育てました！
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証
明
書
な
ど
の
発
行
は

　
　
　
　

お
早
め
に
ど
う
ぞ
！

　

市
役
所
は
、
12
月
29
日（
土
）か
ら

１
月
３
日（
木
）ま
で
お
休
み
で
す
。

休
み
中
は
、
証
明
書
な
ど
の
発
行
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方
は
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど

の
戸
籍
の
届
出
は
、
休
み
中
で
も
宿

直
室（
市
役
所
東
・
西
庁
舎
１
階
）で

受
け
付
け
ま
す
。

※
午
後
5
時
15
分
か
ら
翌
日
午
前
８

時
30
分
ま
で
の
届
出
は
、
市
役
所

西
庁
舎
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

公
共
施
設
の
休
館

　

各
施
設
の
休
業
・
休
館
日
は
次
の

と
お
り
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
12
月
29
日（
土
）〜
１
月
３
日（
木
）

西
庁
舎
分
館
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
も
え
の
丘
、
憩
い
の
家（
と
く

し
げ
、
さ
く
ら
荘
、
ふ
た
ば
荘
、

さ
か
え
荘
）、
高
齢
者
活
動
セ
ン

タ
ー（
し
あ
わ
せ
の
家
、
ふ
れ
あ

い
の
家
）、
あ
け
ぼ
の
ふ
れ
あ
い

会
館
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ

け
ぼ
の
」、
陽
だ
ま
り
ハ
ウ
ス
、

各
児
童
館
、
東
・
西
・
南
・
北
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
東
・
西
保

健
セ
ン
タ
ー

○
12
月
28
日（
金
）〜
１
月
４
日（
金
）

東
公
民
館
、
文
化
勤
労
会
館
、
健

康
ド
ー
ム
、
総
合
体
育
館
、
東
・

西
図
書
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
、
回
想
法
セ
ン
タ
ー

　
　
「
き
た
バ
ス
」の
運
行

　
「
き
た
バ
ス
」は
、
12
月
29
日（
土
）

か
ら
１
月
３
日（
木
）ま
で
運
休
し
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

放
置
自
転
車
の
返
還

　

放
置
自
転
車
の
返
還
業
務
は
、
年

末
は
12
月
28
日（
金
）ま
で
、
年
始
は

１
月
４
日（
金
）か
ら
で
す
。

　

犬
猫
の
引
き
取
り

　

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
猫
の
引
き

取
り
は
、
毎
週
水
曜
日
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
年
末
は
12
月
19
日（
水
）の

午
前
９
時
ま
で
が
最
終
で
、
年
始
は

１
月
９
日（
水
）か
ら
で
す
。

　

し
尿
の
く
み
取
り

　

し
尿
の
く
み
取
り
の
受
付
は
、
年

末
は
12
月
28
日（
金
）の
正
午
ま
で
、

年
始
は
１
月
４
日（
金
）か
ら
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の
と
こ
ろ
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
㈱
ア
イ
ホ
ク

　

☎
0
5
8
7（
23
）3
1
5
0

○
輪
栄
工
業
㈱　

☎（
73
）5
2
1
0

○
環
境
グ
ル
ー
プ（
西
庁
舎
）

　

市
内
97
か
所
に
設
置
さ
れ
た
防
災

行
政
無
線（
同
報
系
）で
は
、
毎
日
午

後
５
時
に
チ
ャ
イ
ム
を
放
送
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
正
常
に

機
能
さ
せ
る
た
め
の
定
時
試
験
放
送

で
す
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
災
害
時
の
情

報
伝
達
の
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
か
ら
、
西
地
区
の

「
正
午
の
定
時
試
験
放
送
」は
取
り
止

め
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
グ
ル
ー

プ
へ
。

年末年始の業務案内年末年始の業務案内年末年始の業務案内年末年始の業務案内年末年始の業務案内年末年始の業務案内年末年始の業務案内年末年始の業務案内年末年始の業務案内
市役所のお休みは市役所のお休みは
　　１２月２９日から１月３日まで　　１２月２９日から１月３日まで
市役所のお休みは
　　１２月２９日から１月３日まで

「きたバス」は「きたバス」は
　　１２月２９日から１月３日まで運休　　１２月２９日から１月３日まで運休です！です！
「きたバス」は
　　１２月２９日から１月３日まで運休です！

可燃物ごみ袋のサイズを
　　　　　　検討しています！
　８月から実施されているプラスチック
製容器包装ごみの回収に伴い、市民の皆
さんから可燃物ごみ袋のサイズの見直し
に関するご意見を多数いただいています。
　内容は、「分別により可燃ごみ量が減っ
たため、現在のＭサイズ（37ℓ）とＳサイ
ズ（30ℓ）に加え、さらに小さいサイズの
袋を作って欲しい」というものです。
　現在市では、プラスチック製容器包装
の収集状況を確認しながら、新しいサイ
ズのごみ袋の導入を検討
しています。
　ご迷惑をおかけしてい
ますが、ご理解、ご協力
をお願いします。

　お問い合わせは、環境グループへ。

北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会
が発足しました

　

防
災
行
政
無
線
の

　

試
験
放
送
に

　

ご
理
解
を

平成20・21年度
　入札（見積）参加資格申請の
　　　　　　　受付を行います

平成20・21年度
　入札（見積）参加資格申請の
　　　　　　　受付を行います
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平
成
20
・
21
年
度
中
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
設
計
・
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
供
給
・

役
務
の
提
供
等
に
か
か
る
入
札（
見

積
）参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
を

行
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
付
か
ら
、
県
お
よ
び
県

内
市
町
村 

（
一
部
自
治
体
を
除
く
） 

等
が
参
加
す
る 

『
あ
い
ち
電
子
調
達

共
同
シ
ス
テ
ム
』 

を
導
入
し
ま
す
。

あ
い
ち
電
子
自
治
体
推
進
協
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
ｅ
あ
い
ち
」か
ら
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
工
事
、
設
計
・
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

す
べ
て
電
子
申
請
と
な
り
ま
す
。

平
成
20
年
１
月
４
日（
金
）か
ら
２

月
15
日（
金
）ま
で
に
、
あ
い
ち
電

子
自
治
体
推
進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ｅ
あ
い
ち
・
電
子
調
達
共
同

シ
ス
テ
ム 

（
C
A
L
S
/
E
C
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

物
品
供
給
・
役
務
の
提
供
等

　

電
子
申
請
の
場
合
は
、
平
成
20

年
１
月
４
日（
金
）か
ら
２
月
15
日

（
金
）ま
で
に
、
あ
い
ち
電
子
自
治

体
推
進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ｅ

あ
い
ち
・
電
子
調
達
共
同
シ
ス
テ

ム（
物
品
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
市
の
み
希
望
の
方
は
、

次
の
と
お
り
用
紙
に
よ
る
受
付
も

可
能
で
す
。
た
だ
し
、
電
子
入
札

に
よ
る
入
札
に
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
本
市
の
み
希
望
の
場
合

業　

種　

物
品
供
給
・
役
務
の
提
供

等
の
み

受
付
期
間　

平
成
20
年
１
月
15
日

（
火
）〜
１
月
18
日（
金
） 

午
前
９
時

〜
午
後
４
時

受
付
場
所　

市
役
所
西
庁
舎　

大
会

議
室

申
請
書
の
様
式
等

　

西
庁
舎
４
階　

財
政
・
管
財
グ
ル

ー
プ
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。　

※
な
お
、
郵
送
に
よ
る
受
付
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
・
管
財

グ
ル
ー
プ
へ
。　　
　
　
　
　
　
　

　市では、地球規模で進むボーダレス化、国際化への対応、
増加する外国人と地域との共生の推進、他文化の理解の促進
などを目的に、「北名古屋市国際交流協会」を設立しました。
　１０月２７日に開催された設立総会では、約 60 人が出席し、
規約、役員、19 年度の事業計画を決定し、引き続き記念講
演、留学生パネルディスカッションが行われました。
　協会では、本年度は組織の体制づくりに重点を置き、本格
的な事業は20年度から実施することにしています。
　協会の具体的な活動などについては、新たに発行する協会
報でお知らせしますので、市民の皆さんのご支援とご協力を
お願いします。

年末年始の業務案内年末年始の業務案内年末年始の業務案内年末年始の業務案内
市役所のお休みは
　　１２月２９日から１月３日まで

「きたバス」は
　　１２月２９日から１月３日まで運休です！

北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会北名古屋市国際交流協会
が発足しましたが発足しましたが発足しました

　市国際交流協会では、市内にお住まいの外国人
や海外の都市などとの文化交流、地域交流、国際
理解などの事業を通じて、国際交流事業に積極的
に取り組んでいきます。協会の趣旨に賛同し、ご
協力、ご支援いただける個人、法人、団体の会員
を募集しています。
○個人会員　２,０００円（年額・１口）
○法人会員　５,０００円（年額・１口）
○団体会員　５,０００円（年額・１口）

皆さんのご協力をお願いします

https://w
w
w
.chotatsu.e-a

ichi.jp/portal/index.htm
l

http://w
w
w
.bup

pin.e-aichi.jp/index.htm
l

平成20・21年度平成20・21年度
　入札（見積（見積）参加資格申請の参加資格申請の
　　　　　　　　　　　　　　受付を行います受付を行います

平成20・21年度平成20・21年度
　入札（見積（見積）参加資格申請の参加資格申請の
　　　　　　　　　　　　　　受付を行います受付を行います

平成20・21年度
　入札（見積）参加資格申請の
　　　　　　　受付を行います

　近年、外国人が増加し、地域に住む外国
人とどのような関係を結んでいくか、が大
きな課題になっています。また、地場産業
も海外へ出て行く機会も増えており、国際
的なつながりをどう地域や産業の活性化に
生かしていくか、これも重要な課題です。
一方、グローバル化による異文化との交流
は、新しいエネルギーや新たな発想を生み、
地域を活性化する可能性を持っています。
　そこで、こうした課題などに取り組むた
め、市民、団体、企業など幅広い支援を得
て、北名古屋市国際交流協会を設立し、多
文化の共生を進める中で、地域の活性化と
国際平和に寄与しようとするものです。

設立趣旨 （要旨）

　協会についてのお問い合わせ、入会手続きは、市
国際交流協会事務局（人事・秘書グループ内）へ。

留学生パネルディスカッション

あいち電子調達共同システム導入あいち電子調達共同システム導入
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北
名
古
屋
市 

「
市
民
憲
章
」 

の
策

定
に
あ
た
り
、
本
市
の
市
民
憲
章
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
文
案 

を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　

市
民
憲
章
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
関
わ
っ

て
い
く
た
め
の『
目
標
』『
道
し
る
べ
』

と
な
る
も
の
で
す
。

　

市
民
と
し
て
、
大
切
な
こ
と
は
何

か
、
ど
う
行
動
す
べ
き
か
、
あ
な
た

の
お
考
え
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
内
容　

市
民
の
意
見
や
意
欲
・

願
望
を
表
す
言
葉
を
含
み
、
親
し

み
や
す
さ
、
分
か
り
や
す
さ
を
基

本
と
し
、
誰
で
も
覚
え
や
す
い
平

易
な
表
現
と
し
ま
す
。
基
本
と
な

る「
単
語
」ま
た
は「
フ
レ
ー
ズ
」の

み
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

前
文
な
し
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

募
集
期
間　

12
月
１
日（
土
）〜
平
成

20
年
1
月
４
日（
金
）

応
募
方
法　

市
指
定
の
用
紙 

（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
） 

ま
た
は
任
意
の
用

紙
に「
市
民
憲
章（
文
案
）」、「
住

所
」、「
氏
名（
ふ
り
が
な
）」、「
年

齢
」、「
性
別
」、「
電
話
番
号
」を
記

入
し
、
次
の
方
法
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

○
メ
ー
ル　

    　
　
　
　
　
　
　
　

○
郵　

送　

〒
4
8
1
ı
8
5
3
1 

北
名
古
屋
市
役
所
行
政
部
企
画
・

広
報
グ
ル
ー
プ 

「
市
民
憲
章
」文
案

募
集
係
。
平
成
20
年
1
月
4
日

（
金
）消
印
ま
で
有
効
。（
持
参
可
）

○
フ
ァ
ク
ス　
（
25
）０
６
１
１

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
文
案
は
、「
市

民
憲
章
制
定
委
員
会
」に
お
い
て
選

考
し
、
優
秀
な
文
案
に
は
5
人
ま
で

賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
・
広
報

グ
ル
ー
プ
へ
。

　

高
額
療
養
費
の
申
請
を
す
る
場

合
、
平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
で
医
療
費
控
除
を
行
う
際
に
、

申
告
書
に
医
療
機
関
で
の
領
収
書
を

添
付
し
て
税
務
署
へ
提
出（
郵
送
な

ど
）し
て
し
ま
う
と
、
領
収
書
が
用

意
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
確
定
申
告
の
前
に
高

額
療
養
費
の
申
請
を
す
る
か
、
確
定

申
告
の
際
に
領
収
書
の
返
還
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
11
・
12
月
中
に
受
診
さ
れ
た

方
へ
の
高
額
療
養
費
の
申
請
の
ご
案

内
が
、
確
定
申
告
の
時
期
と
重
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
へ
。

　

指
定
の
自
立
支
援
医
療
機
関
に
通

院
し
た
場
合
、
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
、
公
費（
無
料
） 

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

（
精
神
通
院
）を
お
持
ち
の
方
。
た

だ
し
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
・
２
級
所
持
者
を
除
く
。

申
込
み　

健
康
保
険
証
、
自
立
支
援

医
療
受
給
者
証（
精
神
通
院
）を
お

持
ち
の
う
え
、
市
民（
東
・
西
）グ

ル
ー
プ
へ
。

※

受
給
者
証
は
即
日
交
付
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
へ
。

市
民
憲
章
の

市
民
憲
章
の 　
　
　
　

    

を
募
集
し
ま
す
！

を
募
集
し
ま
す
！

市
民
憲
章
の 　
　

  

を
募
集
し
ま
す
！

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
す
る
前
に

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
す
る
前
に

領
収
書
の
添
付
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

領
収
書
の
添
付
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
す
る
前
に

領
収
書
の
添
付
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

精
神
通
院
医
療
費
の

精
神
通
院
医
療
費
の

自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す

自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す

精
神
通
院
医
療
費
の

自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の『
道
し
る
べ
』と
な
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の『
道
し
る
べ
』と
な
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の『
道
し
る
べ
』と
な
る

kikaku@
city.kitana

goya.lg.jp

文
案
文
案
文
案
文
案
文
案

　
　

      

師
勝
町
民
憲
章

　

わ
た
く
し
た
ち
師
勝
町
民
は
、
快
適
で
住
み
よ
い
緑
と
太
陽
の
あ
ふ
れ
る
文
化

都
市
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
、
こ
こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

 

一 

感
謝
の
心
を
も
ち　

お
も
い
や
り
の
あ
る
人
に
な
り
ま
し
ょ
う

 

二 

郷
土
を
愛
し　

み
ず
か
ら
の
手
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

 

三 

自
然
を
大
切
に
し　

清
潔
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

 

四 

健
康
で
働
く
こ
と
を
よ
ろ
こ
び　

温
か
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

 

五 

教
養
を
深
め　

文
化
の
か
お
り
高
い　

う
る
お
い
の
あ
る
町
に
し
ま
し
ょ
う

　
　

      

西
春
町
民
憲
章

　

わ
た
し
た
ち
西
春
町
民
は
、
郷
土
を
愛
し
、
明
日
へ
の
人
づ
く
り
と
、
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
心
の
し
る
べ
と
し
て
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

 

一 

自
然
を
愛
し
希
望
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

 

二 

た
が
い
に
助
け
あ
い
住
み
よ
い
明
る
い
社
会
を
き
づ
き
ま
し
ょ
う

 

三 

豊
か
な
心
で
教
育
と
文
化
の
向
上
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

 

四 

思
い
や
り
と
感
謝
の
気
持
ち
で
楽
し
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

 

五 

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
健
全
な
心
と
体
を
育
て
ま
し
ょ
う

参 考 （旧2町の町民憲章）

車いす等の購入・修理費を
支給します  
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身
体
に
障
害
を
持
つ
方
で
、
体
の

失
わ
れ
た
機
能
を
補
う
用
具
を
購

入
・
修
理
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
を

支
給
し
ま
す
。

用
具
の
種
類　

義
肢
、
車
い
す
な
ど

※
補
装
具
の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
で
生
計
中
心
者
の
市
民
税
所
得

割
額
が
46
万
円
未
満
の
方

支
給
額　

補
装
具
ご
と
に
国
が
定
め

る
基
準
額
。
た
だ
し
、
基
準
額
の

10
％（
18
歳
未
満
の
方
は
5
％
）の

自
己
負
担
額
が
あ
り
ま
す
。

※
自
己
負
担
額
の
上
限
は
、
世
帯
の

状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

必
要
な
も
の　

身
体
障
害
者
手
帳
、

見
積
書
、
印
か
ん

※
補
装
具
の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
西
グ
ル

ー
プ
へ
。

　障害福祉サービスには、生活または療養に必要な介護である「介護給付」と就労につながる支援である
「訓練等給付」があります。
　サービスを利用するには申請が必要となりますので、ご希望の方は福祉西グループへ申請してください。

障害者自立支援法障害福祉サービスをご利用ください！

対象者　身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療受給者証 （精       
神通院）をお持ちの方。

負担額　費用の１割 （ただし、世帯の所得に応じて上限額があります）
内　容　

介護給付

居宅介護
（ホームヘルプ）

生活介護

療養介護

短期入所
（ショートステイ）

行動援護

重度訪問介護

重度障害者等
包括支援

訓練等給付

自宅で、入浴、排せつ、食事の介助を行います。

常に介護が必要な方に、施設で入浴や排せつ、食事の介護や創
作的活動などの機会を提供します。

医療の必要な障害者で常に介護が必要な方に、医療機関で機能
訓練、療養上の管理、看護、介護などを行います。

家で介護を行う方が病気などの場合、短期間、施設へ入所でき
ます。

知的障害や精神障害により行動が困難で常に介護が必要な方に、
行動するときに必要な介助や外出時の移動の補助などを行います。

重度の障害があり常に介護が必要な方に、自宅で、入浴や排せ
つ、食事などの介助や外出時の移動の補助を行います。
常に介護が必要な人のなかでも介護が必要な程度が非常に高い
と認められた方には、居宅介護などの障害福祉サービスを包括
的に提供します。

児童デイサービス 障害児が施設に通い、日常生活の基本的な動作の指導や集団生
活への適応訓練などを受けられます。
自立した日常生活や社会生活ができるよう、一定の期間、身体
機能や生活能力向上のために必要な訓練を行います。自立訓練 

就労移行支援

就労継続支援

就労を希望する方に、一定の期間における生産活動やその他の
活動の機会の提供、知識や能力の向上のための訓練を行います。
通常の事業所で働くことが困難な方に、就労の機会の提供やそ
の他の活動の機会の提供、知識や能力の向上のための訓練を行
います。

種　類 サービスの名称 サービスの内容

訓練等給付

介護給付
施設入所支援

共同生活介護
（ケアホーム）

共同生活援助
（グループホーム）

地域で共同生活を営む方に、住居における相談や日常生活
上の援助を行います。

共同生活の場所で入浴や排せつ、食事の介護などが受けら
れます。

施設に入所する方に、入浴や排せつ、食事の介護などを行
います。

種　類 サービスの名称 サービスの内容

居住支援（生活の場におけるサービス）

日中支援（昼間の活動を支援するサービス）

市
民
憲
章
の 　
　

  

を
募
集
し
ま
す
！

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
す
る
前
に

領
収
書
の
添
付
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

精
神
通
院
医
療
費
の

自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の『
道
し
る
べ
』と
な
る

文
案
文
案

身体に障害を持つ方へ

車いす等の購入・修理費を車いす等の購入・修理費を
支給します  支給します  

車いす等の購入・修理費を
支給します  
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『
下
水
道
』 
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

『
下
水
道
』 
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

『
下
水
道
』 
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

『
下
水
道
』 
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

『
下
水
道
』 
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

な
ぜ
、
下
水
道
が
必
要
な
の
・
・
・

　

平
成
20
年
春
か
ら
の
公
共
下
水
道
の
一
部
供
用
開
始
に
伴
い
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
下
水
道
事
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
下

水
道
の
役
割
や
必
要
性
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道
グ
ル
ー
プ
へ
。

　生活雑排水などがそのまま側
溝へ流れ、住宅地周辺に滞留す
るので、蚊・ハエ・悪臭の発生
源となります。

　生活雑排水などは、道路に埋
設された下水道管により排除され
るので、清潔で住みよい生活環
境になります。

【公共用水域の水質】
　生活雑排水などがそのまま川
や海へ放流されます。また、ト
イレからの汚水は浄化槽で処理
されるといっても、窒素・リン
が完全に除去できておらず、赤
潮の一因となっています。

【公共用水域の水質】
　汚水は浄化センターに集めら
れ、きれいにしてから川へ放流
されます。そのため、魚などの
生物が棲むことのできる清流が
蘇ります。

【生活環境】 【生活環境】

河川水質が改善された豊川市の佐奈川伊勢湾で発生し
た赤潮

下水道が整備されていると・・・下水道が整備されていないと・・・

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
功
績
者
表
彰

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
功
績
者
表
彰

河川水質が改善された豊川市の佐奈川

河川水質が改善された豊川市の佐奈川

河川水質が改善された豊川市の佐奈川伊勢湾で発生し
た赤潮

伊勢湾で発生し
た赤潮

伊勢湾で発生し
た赤潮

　私たちが健康で快適な生活を営むために、下水道は欠かすことのできない
生活基盤施設です。産業が発達して都市化が進むにつれ、下水道の果たす
役割はますます大きくなっています。

　北名古屋市の下水道事業は、全国的にみると大変遅れています。皆さん
がお住まいの区域に下水道が整備されましたら、1日も早く接続していただ
くよう、ご協力をお願いします。

下水道への接続にご協力を！

平成18年度末の下水道処理人口普及率  （全国）　  ７０.５％
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 （愛知県）  ６５.７％
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ジョセフ・グーズマン 
アメリカニューヨーク市に生まれる。1996年に来日し、本年
10月からＡＬＴとして英語を教えている。好きな食べ物は刺
身で、趣味はサイクリング、絵を描くこと。北名古屋市在住。

　　　 北名古屋市 ＡＬＴ
（外国語指導助手 Assistant Language Teacher）

　師勝西小学校では、３年生から６年生まで「総合的
な学習の時間」で英語活動に取り組んでいます。授業
は、ＡＬＴのジョセフ・グーズマン先生と担任とのテ
ィームテーチングで、簡単なあいさつ、自己紹介から
自分の気持ちを伝えることなどを行います。これらの
内容を歌やゲームをうまくおりまぜて、楽しく授業を
進めていきます。子どもたちは、自然に英語に慣れ親
しむことができ、英語活動をとても楽しみにしていま
す。ジョセフ先生は、給食の時間に子どもたちと一緒
に食事をしたり、放課は子どもたちと遊んだりして親
しみが持てるようにしています。ジョセフ先生が授業
を行うと、どの教室も歓声があがり盛り上がります。

ジ
ョ
セ
フ
先
生
か
ら
一
言

　

私
は
北
名
古
屋
が
大
好
き
で
す
。
街
が
と

て
も
き
れ
い
で
素
敵
な
ま
ち
だ
か
ら
で
す
。

街
の
中
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
て
い
る
と
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
会
い
ま
す
。
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
、
あ
な
た
も
私
に
会
っ
た
こ
と

が
あ
る
か
も…

。

　

お
互
い
に
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
は
、
違

う
国
々
か
ら
来
た
人
々
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
個
性
が
あ
り
、

互
い
に
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
国
の
人
は
、
英
語
を
話
し
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
英
語
を
教
え
た
り
会
話
す
る

こ
と
を
助
け
た
り
す
る
こ
と
は
楽
し
い
で

す
。
お
互
い
に
会
話
が
で
き
れ
ば
、
友
達
に

な
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
と
も
に
楽
し
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

４

　市では、生きた英語に接する機会を提供し、英語
教育の充実と国際理解教育の推進を図るため、ＡＬＴ
を市内の各小・中学校へ派遣しています。

滝 本 昭 美 氏
　多年にわたり女性団体活動を通して、
社会の発展に貢献されました。

丹 羽 那 一 氏
　多年にわたり更正保護活動を通して、
社会福祉に貢献されました。

村 瀬 金 一 氏
　多年にわたり遺族援護活動を通して、
社会福祉に貢献されました。

森 　 正 男 氏
　多年にわたり消防活動を通して、
災害防護に貢献されました。

杉 野 倫 則 氏
　市行政に格段のご理解を寄せられ
多額の私財を寄付されました。

大 野 英 則 氏
　市行政に格段のご理解を寄せられ
多額の私財を寄付されました。

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
功
績
者
表
彰

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
功
績
者
表
彰

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
功
績
者
表
彰

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
功
績
者
表
彰

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
功
績
者
表
彰

第
１
回
北
名
古
屋
市
表
彰
式

　

11
月
３
日
、
記
念
す
べ
き
第
１
回
目
と
な
る
北
名
古
屋
市
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
6
名
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
表
彰
条
例
に
基
づ
く「
功
績
者
表
彰
」は
、
本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
制

度
で
、
各
部
局
か
ら
の
内
申
を
も
と
に
表
彰
審
査
会
を
経
て
、
被
表
彰
者

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

河川水質が改善された豊川市の佐奈川伊勢湾で発生し
た赤潮
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一般会計　歳出　 予算現額 215億1,570万円　　支出済額 98億6,498万円　　執行率 45.9％

（平成18年度繰越明許予算 6億6,182万円を含む）

お年寄りや障害のある方への援助、生活保護、保育園の運営などの経費

市役所の管理、徴税、選挙事務、コンピュータの管理などの経費

71億7,452 万円

35億1,145 万円

29億7,448 万円

28億3,824 万円

23億2,967 万円

10億2,543 万円

9億1,513 万円

34億8,140 万円

14億1,199 万円

15億1,793 万円

8億6,859 万円

4億4,624 万円

3億9,221 万円

48.5 ％

37.9 ％

47.5 ％

53.5 ％

37.3 ％

43.5 ％

42.9 ％

道路、河川の整備や管理などの経費

小・中学校、図書館、スポーツ施設の運営などの経費

各種健診、予防接種、保健センターの運営、ごみ・し尿処理などの経費

市が借りたお金の元利償還金など

消防・災害対策などの経費

商工費、議会費、農林水産費、諸支出金、労働費、予備費など 7億4,678 万円

13億3,118 万円

4億1,544 万円 55.6 ％

科　目
民生費

総務費
土木費
教育費

衛生費
公債費
消防費

内　容 予算現額 支出済額 執行率

その他

市有財産の状況

（平成19年9月30日現在）

建　物

土　地

193,094.02㎡

401,536.08㎡

基　金 22億8,651 万円

基金および市債の現在高（年度末）の推移

（平成19年度は、平成19年9月30日現在・特別会計含む）

11億9,906 万円

161億3,943 万円

16億9,162 万円

188億2,009 万円

22億8,651 万円

184億3,363 万円

基　金
市　債

平成17年度 平成18年度 平成19年度

一般会計　歳入　

市民税・固定資産税など法人や市民の皆さんが納められる税金

施設の建設などで一度に多額の費用が必要な場合、市が借りるお金

127億1,110 万円
15億6,906 万円

15億4,414 万円

11億6,110 万円

9億7,022 万円

6億8,570 万円

5億4,000 万円

1億　409 万円

22億3,029 万円

88億1,894 万円

15億4,414 万円

2億7,886 万円

2億2,441 万円

2億8,059 万円

7,330 万円

10億8,855 万円

69.4 ％

0 ％

100.0 ％

28.7 ％

32.7 ％

52.0 ％

70.4 ％

48.8 ％

特定事業に対し国から支出される負担金・補助金

前年度から繰り越したお金

特定事業に対し県から支出される負担金・補助金

一定水準の行政サービスを提供できるよう国税から地方に配分される
交付金

延滞金・預金利子・雑入など、いずれの収入科目にも組み入れないもの

他の特別会計や基金と相互に資金運用するため繰り入れたお金

予算現額 収入済額 収入率内　容

0 円

地方消費税交付金、地方特例交付金、分担金及び負担金、地方譲与税、
自動車取得税交付金など

市　税

市　債

国庫支出金
繰越金

県支出金

地方交付税

諸収入

繰入金

その他

科　目

4億2,598 万円 27.1 ％

平成19年度一般会計予算執行状況
予算現額 215億1,570万円　　収入済額 127億3,477万円　　収入率 59.2％

市の家計簿市の家計簿市の家計簿市の家計簿市の家計簿

平成19年度特別会計予算執行状況

国民健康保険特別会計
老人保健特別会計
介護保険特別会計
介護サービス特別会計

西春駅西土地区画整理事業特別会計
公共下水道事業特別会計

予算現額 収入済額 支出済額
77億7,616 万円

39億3,427 万円

31億1,494 万円

2億　912 万円

3億4,805 万円

28億3,813 万円

33億3,663 万円

14億2,087 万円

7,969 万円

1億1,837 万円

6億2,575 万円

18億7,932 万円

33億4,747 万円

11億2,155 万円

8,186 万円

1億　423 万円

3億4,438 万円

16億4,409 万円

（平成18年度繰越明許予算 介護保険３１５万円、西春駅西土地区画整理2,904万円、
 公共下水道8,300万円を含む）

　市では、市民の皆さんに市財政への理解と関心を深めていただくた　市では、市民の皆さんに市財政への理解と関心を深めていただくた
め、年2回財政状況を公表しめ、年2回財政状況を公表していています。　　ます。　　
　今回は、平成　今回は、平成1818年度の決算状況と平成年度の決算状況と平成1919年度上半期（平成年度上半期（平成1919年
4月1日から9月30日まで）の予算の執行状況などをお知らせします。4月1日から9月30日まで）の予算の執行状況などをお知らせします。
　お問い合わせは、財政・管財グループへ。　お問い合わせは、財政・管財グループへ。

　市では、市民の皆さんに市財政への理解と関心を深めていただくた
め、年2回財政状況を公表しています。　　
　今回は、平成18年度の決算状況と平成19年度上半期（平成19年
4月1日から9月30日まで）の予算の執行状況などをお知らせします。
　お問い合わせは、財政・管財グループへ。
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平成18年度特別会計決算の状況 《歳 入》 《歳 出》

決算額 執行率予算現額

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

介護サービス特別会計

西春駅西土地区画整理事業特別会計

公共下水道事業特別会計

会計別名称 決算額 執行率 予算現額

71億9,326 万円

26億9,624 万円

3億2,901 万円

71億3,667 万円

26億9,729 万円

39億　315 万円

1億9,902 万円

21億1,727 万円

71億9,326 万円

26億9,624 万円

3億2,901 万円

42億5,739 万円 42億5,739 万円

平成18年度一般会計決算の状況

歳出科目 決算額 執行率予算現額

市　税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割
交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

歳入科目

交通安全対策特別
交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

市　債

合　計

決算額 執行率 予算現額

116億7,950 万円

4,000 万円

1,900 万円

1,900 万円

2億2,000 万円

16億　550 万円

9億1,612 万円

3,148 万円

24 万円

4億4,522 万円

10億8,597 万円

6億8,181 万円

25億3,340 万円

225億　551 万円

4,519 万円

8億3,257 万円

4,682 万円

4,821 万円

8億　  37 万円

3億4,879 万円

9億　383 万円

3億3,724 万円

13億1,031 万円

9億1,738 万円

3,728 万円

145 万円

4億4,183 万円

10億8,597 万円

7億　199 万円

22億8,510 万円

225億2,027 万円

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

合　計

32億6,284 万円

73億6,201 万円

917 万円

33億7,364 万円

35億9,766 万円

225億　551 万円

2億2,285 万円

31億1,735 万円

70億9,090 万円

22億2,045 万円

915 万円

3億1,082 万円

31億3,068 万円

8億　627 万円

30億1,013 万円

8億9,834 万円

0 円

209億7,613 万円

市民税・固定資産税など　148,235円

市民1人当たりの市税負担状況

平成19年3月31日現在
　人口 79,705人

118億1,505 万円

8億3,800 万円

7億1,000 万円

2億8,630 万円

3億4,879 万円

7億4,514 万円

1,600 万円 1,904 万円

3億2,091 万円

2億4,943 万円 2億5,555 万円

99.4 ％

101.2 ％

113.0 ％

246.4 ％

253.7 ％

112.7 ％

130.1 ％

100.0 ％

121.3 ％

119.0 ％

105.1 ％

102.5 ％

81.6 ％

100.1 ％

118.4 ％

604.2 ％

99.2 ％

100.0 ％

103.0 ％

90.2 ％

100.1 ％

予備費

2億3,116 万円

23億3,549 万円

1億7,578 万円

3億1,877 万円

1億5,919 万円

9億　376 万円

1 万円

9億　　53 万円

3,469 万円 0 円

96.4 ％

95.5 ％

96.3 ％

95.1 ％

99.8 ％

90.6 ％

97.5 ％

92.8 ％

89.2 ％

83.7 ％

0 ％

99.8 ％

0 ％

93.2 ％

2億　842 万円

22億　　28 万円

3億1,403 万円

2億　842 万円

22億　　28 万円

70億9,161 万円

26億　812 万円

37億9,178 万円

1億8,680 万円

21億　151 万円

2億7,578 万円

99.2 ％

91.7 ％

100.0 ％

95.5 ％

95.4 ％

96.2 ％

98.6 ％

89.1 ％

96.7 ％

89.6 ％

83.8 ％

95.5 ％

市の家計簿市の家計簿
　市では、市民の皆さんに市財政への理解と関心を深めていただくた
め、年2回財政状況を公表しています。　　
　今回は、平成18年度の決算状況と平成19年度上半期（平成19年
4月1日から9月30日まで）の予算の執行状況などをお知らせします。
　お問い合わせは、財政・管財グループへ。
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　厚生労働省がすすめる「認知症地域資源活用モデル事
業」のモデル地区に指定された六ツ師地区で、模擬捜索訓
練が行われました。これは、徘徊高齢者が行方不明になっ
た状況を想定した訓練で、少しでも早く発見するためのシ
ステム「徘徊ＳＯＳネットワーク」を活用し、実施されました。
参加者からは、「早期に発見するためには、もっと地域の方
の協力が必要」、「行方不明者の特徴のとらえ方が人によっ
て違うので、正確な情報を流すことが大切」などの反省点
があげられました。

認知症になっても安心して暮らせるまちづくり

文化祭
総合体育館・文化勤労会館

県に対し、建設事業の急務となる１３
項目に関する要望書を提出しました。

リサイクルワールド（フリーマーケット）
文化の森

13
11

3
11

4～113

30
10
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V I V A！き た な ご や

みんなで考えよう！地球温暖化
　師勝中学校の総合学習「国際理解教育授業」が、師勝小学校
体育館で、同中の２年生約160人を対象に行われました。生
徒たちが関心のある地球温暖化について2・3学期にかけて
学ぶこの授業、国際理解教育を支援するＮＰＯ法人「愛・知・
みらいフォーラム」の森島昭夫副理事長が講師となり、温暖化
が私たちの生活に及ぼす影響などについて説明しました。生徒
たちは、森島さんの「自分たちがどうすれば温暖化を防げるか」
という呼びかけに、真剣に解決策を考えていました。

師勝南小学校では、防犯少年団の立会い
のもと、西枇杷島警察署から寄贈された
防犯啓発シートを校門下の路面に設置しま
した。

映画「折り梅」の原作者 小菅もと子氏の「認知症講演会」
文化勤労会館

熊野中学校生徒が『稲刈り体験』（表紙も同じ）

15
10

米野自治会は、（財）自治総合センター宝くじ助成を
受け、机やイス、テントなどを購入しました。

1
11

26
10

自転車盗難抑止「ツーロックキャンペーン」
西春駅、徳重・名古屋芸大駅周辺

12
10

22
10



　　

師
勝
南
小
学
校

で
4
年
生
を
対
象

に 

「
下
水
道
出
前

講
座
」 

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、

愛
知
県
が
新
し
く

始
め
た
取
り
組
み

で
、
生
活
排
水
が

川
や
海
に
与
え
る

影
響
や
下
水
道
の

大
切
さ
を
小
学
生

に
伝
え
る
も
の
。

子
ど
も
達
は
、
映

像
や
水
質
実
験
を

交
え
た
楽
し
い
授

業
で
そ
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　

中
で
も 

一 

番
興

味
を
持
っ
た
の
が
微
生
物
の
観
察
。

学
校
横
の
用
水
路
の
水
を
汲
み
、
映

像
で
写
し
出
さ
れ
た
微
生
物
に 

「
ギ
ャ

ー
き
た
な
ー
い
！！
」 「
あ
ん
な
の
が
い

る
の
〜
」と
大
騒
ぎ
。
で
も
、
微
生
物

が
汚
水
を
キ
レ
イ
に
し
て
く
れ
る
お

掃
除
屋
さ
ん
と
聞
く
と 

「
へ
ー
」 

と
感

心
し
た
様
子
。

　

ま
た
、
下
水
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
学
ん
だ
際
も
、
汚
泥
の
臭
い

を
嗅
い
で
は 

「
く
さ
〜
い
。
涙
が
で
ち

ゃ
う
」 
と
言
い
な
が
ら
も
何
だ
か
楽
し

そ
う
。 「
長
さ
約
20
㎝
の
リ
サ
イ
ク
ル

ブ
ロ
ッ
ク
１
つ
が
、
み
ん
な
の
ウ
ン
コ

1
年
分
か
ら
で
き
て
い
ま
す
」 

と
聞
く

と
、
教
室
は
驚
き
と
興
奮
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

水
と
私
た
ち
の
生
活
と
の
つ
な
が

り
を
、
と
て
も
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
授
業
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
も
、
い
よ
い
よ
来

年
か
ら 

一 

部
の
地
域
で
下
水
道
が
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
ご
家
庭
で
水
を
使
う
時
、
少
し
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
川
や
海
を
守

る
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
・・・
。

　

か
が
や
き
サ
ロ
ン
主
催
の 

「
秋
の
お

楽
し
み
会
」 

が
、
能
田
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
費
2
0
0
円
で
、
お
昼
ご
は

ん
と
お
や
つ
に
加
え
、
手
品
や
大
正

琴
の
演
奏
ま
で
楽
し
め
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
み
ん
な

で
な
つ
か
し
の
歌
謡
曲
を
大
合
唱
♪

　
「
か
が
や
き
サ
ロ
ン
」 

は
、
回
想
法

の
指
導
者
と
し
て
各
市
町
で
も
活
動

さ
れ
て
い
る
松
井
雪
代
さ
ん
と
林
祥

子
さ
ん
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
回
想

法
を
楽
し
ん
だ
り
、
太
極
拳
や
ゲ
ー

ム
、
簡
単
体
操
、
手
作
り
作
品
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
活
動
で
、
毎
週
月

曜
日
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
能
田

公
民
館
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
回
14
〜
16
人
の
参
加
者
で
賑
わ

斎
藤
よ
し
え
記
者

小
林
恵
美
子
記
者

っ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
募
集
し
て

い
る
の
で
、
空
い
た
時
間
に
気
軽
に
お

手
伝
い
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
「
天
候
の
悪
い
日
で
も
来
て
く
だ
さ

り
、
皆
さ
ん
が
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た

と
笑
顔
で
帰
ら
れ
る
の
が
、
と
て
も
嬉

し
く
て
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
、

笑
顔
満
面
の
松
井
さ
ん
と
林
さ
ん
。

　

み
な
さ
ん
は
、
き
っ
と
お
二
人
の
そ

の
笑
顔
に
会
い
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

し
ょ
う
！

輝人

vol. 13

訂　

正　

11
月
号「
ハ
ン
ズ
」の
長
月
公

園
の
利
用
案
内
で
、「
球
技
も
Ｏ
Ｋ
」

と
あ
り
ま
し
た
が
、
市
内
の
公
園

で
は
球
技
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
　

お
詫
び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

左：林さん
中央：松井さん
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鍜
治
ケ 

一 

色
児
童
館
に
天
神
中
学

校
の
生
徒
８
人
、
沖
村
児
童
館
に
白

木
中
学
校
の
生
徒
５
人
が
訪
れ
、
３

日
間
に
わ
た
り
子
ど
も
達
と
ふ
れ
あ

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
学
生
の
社

会
性
を
育
む
場
を
教
室
か
ら
地
域
に

移
し
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
達
の
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　

最
初
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
生

徒
た
ち
も
、
勉
強
を
教
え
た
り
、
本

を
読
み
聞
か
せ
た
り
と
、
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
親
し
み
が
生
ま
れ
て
い
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ボ
ー
ル
遊
び
や
お
に

ご
っ
こ
、
科
学
遊
び
、
お
や
つ
づ
く
り

な
ど
で
童
心
に
返
り
、
日
を
追
う
ご

と
に
生
徒
と
子
ど
も
達
に
笑
顔
が
増

え
て
い
く
の
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は 

「
み
ん
な
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
！
」 「
楽
し
み

栗
木
眞
由
美
記
者

　
　
　
　

  

四
谷
美
津
子
記
者

北
名
古
屋
市
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
っ
た
私
た
ち
の
ま
ち
に
、

ど
ん
な
施
設
が
あ
っ
て
、
ど

ん
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い

る
か
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
よ

ね
。
旧
西
春
町
の
人
は
旧

師
勝
町
の
こ
と
、
旧
師
勝

町
の
人
は
旧
西
春
町
の
こ

と
。 「
へ
ぇ
〜
、
そ
ん
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
の
〜
？
」 「
そ
ん

な
こ
と
や
っ
て
た
の
〜
？
」 
と

い
う
声
も
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

先
日
、
い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ

中
之
郷
地
区
の
皆
さ
ん
が
、
市
内
見

学
を
兼
ね
て
回
想
法
を
学
び
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
懐
か
し
い
展

示
物
を
前
に
昔
話
に
花
が
咲
き
、
回

想
法
セ
ン
タ
ー
で
は
回
想
法
の
説
明

に
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

企
画
し
た
代
表
の
後
藤
五
郎
さ
ん

は 

「
新
し
い
発
見
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
と
思
い
ま
す
」 

と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
市
内
の
い
ろ
ん
な
所
へ
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

お
友
だ
ち
や
地
域
の
皆
さ
ん
で
集
ま
っ

て
、
市
内
探
検
ツ
ア
ー
な
ん
か
面
白

い
と
思
い
ま
す
よ
。 「
き
た
バ
ス
」を
利

用
す
る
っ
て
い
う
の
も
い
い
か
も
・・・
。

な
が
ら
学
べ
て
、
す
ば
ら
し
い
体
験

が
で
き
ま
し
た
」 

と
嬉
し
い 

一 

言
。

子
ど
も
と
の 

「
心
の
ふ
れ
あ
い
」 

を
肌

で
感
じ
た
中
学
生
の
皆
さ
ん
。
と
て

も
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
鍜
治
ケ 

一 

色
児
童

館
で
は
、
西
春
中
学
校
の
生
徒
に
夏

ま
つ
り
の
企
画 

・ 

運
営
を
依
頼
し
、

５
０
０
人
以
上
の
地
域
の
皆
さ
ん
の

参
加
で
盛
り
上
が
っ
た
り
と
、
中
学

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど
に
も
協

力
し
て
い
ま
す
。

成田 真朗さん（二子）

　スピードとスリルが見ている人をも魅了するスポーツ「インラインスケート」。
その日本代表が北名古屋市にいた！　中学生の頃からはじめ、数々の賞を
とり、日本代表の座を手に入れた成田真朗さん（28 歳）だ。インライン
スケートはまだまだマイナーなスポーツだが、インストラクターをしながら、
虎視眈々と世界的に有名な「X-GAME」というタイトルを狙っている。
　「インラインスケートをサッカーや野球のようなメジャースポーツにするこ
とが夢ですね」日本代表だからといって、そこからの収入はまだない。親
からも「一般的な仕事を」とたしなめられたが「気苦労をかけていること
はもちろん分かっています。しかし、自分が決めた道。納得いくまで続けたい」
と今も世界を飛び回っている。必ず夢は叶うと信じて！　　　　　　

輝人輝人輝くあなたを応援します
きらっと

６

金森俊和記者

こしたんたん

平成19年　12月13
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も
え
の
丘　

青
空
市
場

　

取
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
等
を
販
売
し

ま
す
。
た
だ
し
、
商
品
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
２
日（
日
）午
前
８
時
30
分

〜
（
毎
月
第
１
日
曜
日
開
催
）

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

東
側

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

寿 

大 

学

　
　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
東
地
区
》

と　

き　

12
月
21
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

市
民
ホ
ー
ル　

内　

容

〇
演　

芸　
「
芸
能
発
表
会
」

　

演
芸
者　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員

参
加
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

出
席
簿

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会

　
　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
西
地
区
》

と　

き　

12
月
15
日（
土
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

内　

容　

〇
講　

演　
「
義
母
と
と
も
に
」

　

講　

師　

渡
辺
浩
一
氏（
大
浦
安
前
理

事
長
）

〇
演　

芸　

芝
居
「
雪
に
生
き
る
」

　

出
演
者　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
素
人
芝
居
大
浦

　

安（
新
潟
県
上
越
市
）

参
加
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

出
席
簿

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

小
・
中
学
生

　
　

総
合
体
育
館
無
料
開
放

◇
ア
リ
ー
ナ

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正

午
。
た
だ
し
、
29
日
は
除
く
。

◇
卓
球
室（
市
民
ホ
ー
ル
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正

午
。
た
だ
し
、
1
日
、
29
日
は
除
く
。

◇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室 

（
中
学
生
の
み
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正

午
。
た
だ
し
、
29
日
は
除
く
。

※　

保
護
者
も
無
料
で
す
。
室
内
用
の
靴

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　

西
春
少
年
少
女
合
唱
団

　
　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

12
月
23
日（
日
）午
後
2
時
〜

（
開
場 

午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

小
ホ
ー
ル

内　

容　

合
唱
と
市
内
楽
団
と
の
ク
リ
ス

マ
ス
演
奏
会

問
合
せ　

早
川
桂
子　
（
21
）４
６
２
６

　　

ク
リ
ス
マ
ス
の
つ
ど
い

　

市
育
成
会
で
は
、
地
域
の
方
と
障
害
を

持
つ
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
「
ク
リ

ス
マ
ス
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

と  

き  

12
月
16
日（
日
）午
後
１
時
〜
３

時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

市
民
ホ
ー
ル

内　

容　

レ
ク
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ム
、
ハ
ン

ド
ベ
ル
演
奏
な
ど

参
加
費　

４
０
０
円

問
合
せ　

伊
藤
さ
と
み　
（
23
）２
４
３
１
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東
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

◇
ち
び
っ
こ
映
画
会

と　

き　

　

第
2
・
4
日
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜

◇
子
ど
も
放
送
局

と　

き　

　

第
1
〜
4
土
曜
日
午
前
11
時
〜

◇
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

と　

き　

　

第
２
日
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜
（
通
常

　

は
第
３
日
曜
日
）

◇
紙
芝
居
会

と　

き　

　

第
1
土
曜
日
午
後
2
時
〜

◇
お
話
会

と　

き　

　

第
3
土
曜
日
午
前
11
時
〜

問
合
せ　

東
図
書
館

　

東
図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　

資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
、
約
６
０
０

０
冊
の
図
書
資
料
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
に
読
ま
な
く
な
っ
た
本
が

あ
る
方
は
、
あ
わ
せ
て
リ
サ
イ
ク
ル
と
し

て
配
布
し
ま
す
の
で
、
東
図
書
館
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
９
日（
日
）午
前
９
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ　

東
図
書
館　

会
議
室
２

内　

容　

１
人
５
冊
ま
で
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
５
冊
以
上
の
セ
ッ
ト
本
は
１

セ
ッ
ト
を
５
冊
と
し
ま
す
。

問
合
せ　

東
図
書
館

　

東
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

東
図
書
館
で
は
、
人
形
劇
団
「
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ト
」
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催

し
ま
す
。
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

と　

き　

12
月
16
日（
日
）午
後
２
時
〜
３

時
と
こ
ろ　

東
図
書
館　

視
聴
覚
室

内　

容

○
た
の
し
く
遊
ぼ
う

○
人
形
劇
「
し
ら
ゆ
き
ひ
め
」

問
合
せ　

東
図
書
館

　

西
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

◇
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

と　

き　

　

毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
〜

◇
お
は
な
し
会

と　

き　

　

毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
〜

◇
子
ど
も
放
送
局

と　

き　

　

第
１
〜
４
土
曜
日
午
前
11
時
〜

問
合
せ　

西
図
書
館

　

西
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

西
図
書
館
で
は
、
お
は
な
し
グ
ル
ー
プ

「
ぐ
ッ
チ
ャ
ん
コ
」
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
15
日（
土
）午
前
11
時
〜
11

時
45
分

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

会
議
室

定　

員　

１
２
０
人(

先
着
順)

内　

容

○
絵
本
「
ワ
ニ
ぼ
う
の
ゆ
き
だ
る
ま
」「
き

つ
ね
い
ろ
の
く
つ
し
た
」

○
つ
み
き
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
「
わ
か
が
え
り

の
い
ず
み
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
手
あ
そ
び　

○
大
型
紙
芝
居

問
合
せ　

西
図
書
館　

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

　

絵
本
や
人
形
な
ど
は
使
わ
ず
、
ゆ
っ
た

り
と
皆
さ
ん
に
語
り
か
け
る
お
は
な
し
会

で
す
。
想
像
力
を
か
き
た
て
、
心
を
豊
か

に
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
15
日（
土
）午
後
３
時
〜
３

時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

研
修
室

対　

象　

５
歳
以
上

申
込
み　

12
月
１
日（
土
）か
ら
西
図
書
館

で
入
場
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ　

西
図
書
館

  

年
末
年
始
の
貸
出
冊
数
・
期
間　

　

年
末
年
始
の
休
館
に
伴
い
、
12
月
15
日

（
土
）か
ら
27
日（
木
）ま
で
の
間
、
貸
出
冊

数
と
貸
出
期
間
を
変
更
し
ま
す
。

貸
出
冊
数　

１
人
７
冊
ま
で
を
20
冊
ま
で

貸
出
期
間　

２
週
間
ま
で
を
３
週
間
ま
で

※
視
聴
覚
資
料
の
貸
出
は
７
点
ま
で
。
た

だ
し
、
西
図
書
館
は
、
７
点
の
内
、
ビ

デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
い
ず
れ
か
１
点
ま
で

で
す
。

休館日：12月3日（月）・10日（月）
・　17日（月）・25日（火）
・28日（金）～１月４日（金）12月

の
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う
つ
病
の
人
に
よ
り
そ
う

　
　
　
　

家
族
の
た
め
の
教
室

　　

う
つ
病
の
正
し
い
知
識
や
対
応
の
仕
方

を
学
び
、
不
安
や
悩
み
を
話
し
合
う
つ
ど

い
を
行
い
ま
す
。

　

近
年
、
う
つ
病
の
増
加
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
15
人
に
１
人
が
一
生
に
一

度
以
上
う
つ
病
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
う
つ
病
の
回
復
に
は
、
薬
で
の
治

療
の
ほ
か
、
十
分
な
休
養
や
ス
ト
レ
ス
の

軽
減
な
ど
が
必
要
で
、
周
囲
の
理
解
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
17
日（
木
）午
後

２
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

師
勝
保
健
所　

大
会
議
室

対　

象　

う
つ
病
で
療
養
さ
れ
て
い
る
方

の
家
族
等

内　

容　

〇
演　

題
「
う
つ
病
の
理
解
と
対
応
」

　

講　

師　

村
上
真
紀
氏（
も
り
メ
ン
タ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク　

精
神
保
健
福
祉
士
）

申
込
み　

師
勝
保
健
所
地
域
保
健
課　
　

　
　
（
23
）５
８
１
１

　

子
育
て
支
援
を

　
　
　

考
え
る
交
流
会

　

尾
張
地
区
「
子
ど
も
に
語
ろ
う
」
推
進

事
業
の
一
環
で
、「
子
育
て
支
援
を
考
え

る
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
市
女
性
の
会
に
よ
る「
モ
モ
タ
ロ
ー
・

ノ
ー
・
リ
タ
ー
ン
」
の
上
演
も
行
い
ま
す
。

と　

き　

12
月
８
日（
土
）午
前
10
時
〜
正

午
と
こ
ろ　

豊
山
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

内　

容　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
も
ち
ゃ

作
り
や
ゲ
ー
ム
、
読
み
聞
か
せ
、
歌
、
体

操
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
す
。

対　

象　

小
学
校
低
学
年
・
未
就
学
児
の

親
子
、
子
育
て
支
援
者
、
子
育
て
に
関

心
の
あ
る
方
等

問
合
せ　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

 

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

　

総
合
体
育
館 

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
） 

で

は
、
次
の
日
程
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
指
導
お
よ
び
体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導（
予
約
制
）

と　

き　

12
月
11
日（
火
）・
15
日（
土
）午

前
９
時
〜
午
後
１
時
、
２
日（
日
）午
後

1
時
〜
５
時
、
７
日（
金
）・
26
日（
水
）

午
後
５
時
〜
９
時

○
体
力
測
定（
予
約
制
）

と　

き　

12
月
18
日（
火
）午
前
9
時
〜
午

後
1
時 

（
１
人
に
つ
き
40
分
間
）

※　

１
回
に
つ
き
大
人
３
０
０
円
、
小
人

（
中
学
生
）１
０
０
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

総
合
体
育
館

　

普
通
救
命
講
習
会

　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
で

は
、「
も
し
も
」
の
と
き
に
役
立
つ
応
急

手
当
の
方
法
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
取
り
扱
い
等
の
救
命
講
習
会
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
20
日（
日
）午
前

９
時
〜
正
午

と
こ
ろ 

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
東
消

防
署

対　

象　

北
名
古
屋
市
、
清
須
市
、
豊
山

町
、
春
日
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

定　

員　

30
人
程
度（
先
着
順
）　

申
込
み　

講
習
日
の
１
か
月
前
か
ら
西
春

日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
課

で
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
（
22
）４
９
５
４
（
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　
　
（
22
）２
５
１
１
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
お
よ
び
右
記
以
外
の
時
間
）

※
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
終
了
証
を

交
付
し
ま
す
。
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「
北
名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

加
入
案
内

　
　
　

〜
あ
な
た
も
老
人
ク
ラ
ブ
に

　
　
　
　
　
　
　
　

加
入
し
ま
せ
ん
か
〜

　

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
北
名
古
屋

市
の
誕
生
を
機
に
、
旧
２
町
の
老
人
ク
ラ

ブ
を
統
合
し
、
連
合
会
、
東
・
西
地
区
、

各
支
部
等
で
活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
相
互
の
親
睦
や
健
全
で
豊

か
な
生
活
の
充
実
等
、
広
く
老
人
福
祉
の

推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
目
的
に
賛
同
で
き
る
方

会　

費　

５
０
０
円（
年
会
費
）

内　

容　

老
人
学
級
、
研
修
旅
行
、
体
育
・

文
化
ク
ラ
ブ
活
動
、
他
市
町
村
と
の
ふ

れ
あ
い
交
流
事
業
、
い
き
い
き
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
へ
の

慰
問
事
業
、
交
通
安
全
・
防
犯
教
室
等

申
込
み　

〇
東
地
区　

４
月
に
地
区
の
支
部
長
へ
入

会
申
込
書
と
会
費
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

〇
西
地
区　

定
例
会
の
時
に
随
時
受
け
付

け
ま
す
。
入
会
申
込
書
に
会
費
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

臨
時
職
員
募
集

　
　

給
食
調
理
員

職　

種　

給
食
調
理
員

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

お
お
む
ね
45
歳
ま
で
の
健
康

な
方

勤
務
内
容　

調
理
お
よ
び
洗
浄
業
務

勤
務
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時
15
分
。
た
だ
し
、
小
・

中
学
校
お
よ
び
保
育
園
の
給
食
実
施
日

勤
務
場
所　

東
・
西
給
食
セ
ン
タ
ー

給　

与　

時
給
８
８
０
円

申
込
み　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を
添
え

て
、
東
給
食
セ
ン
タ
ー　
（
23
）６
４
７

　

１
へ
。

　

新
春
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

と　

き　

平
成
20
年
１
月
20
日（
日
）午
前

９
時
10
分
〜

と
こ
ろ　

文
化
の
森
周
辺

参
加
費　

マ
ラ
ソ
ン
１
５
０
０
円（
中
学

生
の
み
５
０
０
円
）、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
１
０
０
円

申
込
み　

所
定
の
申
込
書（
広
報
11
月
号

折
り
込
み
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

マ
ラ
ソ
ン
は
12
月
９
日（
日
）、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
当
日
ま
で
に

市
体
育
協
会
事
務
局（
総
合
体
育
館
内
）

　
（
25
）９
３
１
１
へ
。

※
詳
し
く
は
、
本
紙
１
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

六
十
歳
の
つ
ど
い

　
　

 　
　
　

  

参
加
者
募
集

　

人
生
80
年
、
90
年
と
い
わ
れ
る
現
在
、

60
歳
を
契
機
に
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振

り
返
り
、
今
後
の
人
生
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、「
六
十
歳
の
つ

ど
い
〜
第
二
の
成
人
式
〜
」
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
27
日（
日
）午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

小
ホ
ー
ル

対　

象　

市
内
在
住
で
、
昭
和
22
年
４
月

２
日
か
ら
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

内　

容　

講
演
会（「
健
康
に
つ
い
て
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
」）、
交
流
会

参
加
費　

２
５
０
０
円（
当
日
徴
収
し
ま

す
）　

申
込
み　

12
月
28
日（
金
）ま
で
に
社
会
福

祉
協
議
会
支
所
へ
。
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

清
掃
や
庭
木
の
剪
定
、
除
草
、
草
刈
、

塗
装
、
大
工
、
筆
耕
、
襖
・
障
子
の
張
替

え
な
ど
、
あ
な
た
に
あ
っ
た
仕
事
を
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
日
程

で
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

入
会
資
格　

市
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

《
入
会
説
明
会
》

と　

き　

毎
月
第
３
水
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部

持
ち
物　

筆
記
用
具

※
入
会
を
希
望
す
る
方
は
、
年
会
費

１
２
０
０
円（
10
月
以
降
の
入
会
の
方

は
６
０
０
円
）、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
通

帳（
配
分
金
振
込
み
用
）を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部

ま
た
は
東
支
所

　

市
で
は
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

市
内
全
域
へ
の
設
立
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
楽
し
さ
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
4
つ
の
種
目
で

体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー

プ
へ
。

　

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
楽

し
く
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
28
日（
月
）、
２

月
４
日（
月
）午
後
７
時
〜
８
時（
全
２

回
）

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

み
ん
な
の
ス

ポ
ー
ツ
ル
ー
ム

対　

象　

成
人
の
方　

定　

員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円（
１
回
２
０
０
円
）

講　

師　

落
合
智
子
氏（
ス
タ
ジ
オ
Ｂ
ｏ

　

ｄ
ｙ

－

Ｍ
）

持
ち
物　

室
内
用
の
靴

申
込
み　

12
月
３
日（
月
）午
前
９
時
か
ら

21
日（
金
）ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

総
合
体
育
館
へ
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ

　

現
役
プ
ロ
が
個
人
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
15
日（
火
）、
22

日（
火
）午
後
７
時
30
分
〜
９
時（
全
２

回
）

と
こ
ろ　

稲
沢
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル　
　
　

対　

象　

成
人
の
方
、
親
子　

定　

員　

20
人（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円（
１
回
２
０
０
円
）

　
　

な
お
、
当
日
に
ゲ
ー
ム
代
１
０
０
０

円（
１
回
）が
必
要
で
す（
靴
代
込
み
）。

講　

師　

田
代
勝
三
氏（
専
属
講
師
）

申
込
み　

12
月
３
日（
月
）午
前
９
時
か
ら

平
成
20
年
１
月
６
日（
日
）ま
で
に
、
参

加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館
へ
。

　

気　

功

　

伝
統
あ
る
気
功
法
か
ら
、
現
代
の
健
康

気
功
ま
で
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
18
日（
金
）、
25

日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

（
全
２
回
）

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

み
ん
な
の
ス

ポ
ー
ツ
ル
ー
ム　
　
　

対　

象　

成
人
、
高
齢
の
方　

定　

員　

35
人（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円（
１
回
２
０
０
円
）

講　

師　

樋
口
清
子
氏（
中
日
気
功
研
究

　

所
）

持
ち
物　

室
内
用
の
靴

申
込
み　

12
月
３
日（
月
）午
前
９
時
か
ら

平
成
20
年
１
月
13
日（
日
）ま
で
に
、
参

加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館
へ
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

元
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
チ
ー
ム
の
多
田

コ
ー
チ
か
ら
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
12
日（
土
）、
26

日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午（
全
２
回
）

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

ア
リ
ー
ナ　
　

対　

象　

小
学
校
３
〜
６
年
生　

定　

員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円（
１
回
２
０
０
円
）

講　

師　

水
野
浩
子
氏
他（
ス
ポ
ー
ツ
指

導
登
録
者
）、多
田
幹
世
氏（
臨
時
講
師
）

持
ち
物　

室
内
用
の
靴　

申
込
み　

12
月
３
日（
月
）午
前
９
時
か
ら

平
成
20
年
１
月
６
日（
日
）ま
で
に
、
参

加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館
へ
。
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「
桜
ま
つ
り
」
出
演
者
募
集

　

毎
年
４
月
に
合
瀬
川
コ
ッ
ツ
山
公
園
で

開
催
さ
れ
る
「
桜
ま
つ
り
」
の
ス
テ
ー
ジ

出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
演
決
定
は
、
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
で
行
い
ま
す
。

募
集
内
容　

大
道
芸
、
伝
統
芸
能
、
ダ
ン

ス
な
ど
の
演
技
が
で
き
る
団
体
・
個
人

募
集
期
間　

平
成
20
年
１
月
10
日（
木
）ま

で
申
込
み　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
芸

の
種
類
、
芸
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
、
参

加
人
数
を
明
記
し
、
官
製
は
が
き
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
〒
４
８
１

－

８
５
０
１
産
業
グ
ル
ー
プ（
Ｆ
Ａ
Ｘ（
23
）

３
１
６
０)

へ
。

問
合
せ　

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事

務
局
代
表
佐
藤
要　
（
22
）７
３
４
０

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
募
集

　

市
民
が
実
践
す
る
市
民
の
た
め
の
健
康

づ
く
り
活
動
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
方
、

ぜ
ひ
地
域
で
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
健
康
に

関
す
る
勉
強
会
に
参
加
し
な
が
ら
、
楽
し

く
健
康
の
輪
を
地
域
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

募
集
人
数　

若
干
名

対　

象　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

任　

期　

２
年
間（
平
成
20
年
４
月
〜
平

成
22
年
３
月
31
日
）

申
込
み　

平
成
20
年
2
月
29
日（
金
）ま
で

に
西
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

 　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
20
年
４
月
の
入

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
大
学
は
、
テ
レ
ビ
の
放
送
に
よ
り

授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。
希
望
す

る
１
科
目
か
ら
自
宅
で
学
べ
ま
す
。

教
養
学
部

〇
全
科
履
修
生（
卒
業
を
目
指
す
）

〇
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
）

〇
科
目
履
修
生（
６
か
月
在
学
）

大
学
院

〇
修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
）

〇
修
士
科
目
生（
６
か
月
在
学
）

受
付
期
間　

12
月
15
日（
土
）〜
平
成
20
年

２
月
29
日（
金
）

授
業
料（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

〇
教
養
学
部

　

１
科
目（
２
単
位
）１
万
１
０
０
０
円

〇
大
学
院

　

１
科
目（
２
単
位
）２
万
２
０
０
０
円 

問
合
せ　

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー  

　
　

０
５
２（
８
３
１
）１
７
７
１ 

　

西
春
日
井
写
真
展

　

西
春
日
井
社
会
教
育
主
事
等
連
絡
協
議

会
で
は
、
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
26
日（
土
）、
27

日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

豊
山
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

応
募
資
格　

北
名
古
屋
市
、
清
須
市
、
豊

山
町
、
春
日
町
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

応
募
規
定　
「
ま
ち
の
ア
ル
バ
ム
」（
風
景
、

人
物
等
）を
テ
ー
マ
に
し
た
四
つ
切
り

（
25
㎝
×
30
㎝
）の
白
黒
、
お
よ
び
カ

ラ
ー
プ
リ
ン
ト
写
真
。
た
だ
し
、
単
写

真
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

募
集
点
数　

各
市
町
10
点
以
内（
１
人
１

点
・
先
着
順
）

申
込
み　

12
月
５
日（
水
）か
ら
１
月
16
日

（
水
）ま
で
に
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ（
東

庁
舎
）へ
。
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献   

血

と  
き　

12
月
12
日（
水
）午
前
10
時
〜  

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
西
庁
舎
分
館

対  

象　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康
な

　

方（
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳
を
超
え

て
か
ら
の
献
血
経
験
の
あ
る
方
）

持
ち
物  

免
許
証
等（
本
人
確
認
の
で
き

る
も
の
）、献
血
手
帳
ま
た
は
献
血
カ
ー

ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

問
合
せ  

社
会
福
祉
協
議
会

 

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を

　

12
月
31
日（
月
）ま
で
全
国
一
斉
に
「
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
」
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
共

同
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
社

会
福
祉
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ

り
善
意
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　

北
名
古
屋
市
共
同
募
金
委
員
会

        　
　

会
長　

山　

田　

安　

光

　

国
保
税
の
年
金
か
ら
の

　
　
　
　

天
引
き
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
65
歳
以
上
で
公
的

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
次
の

要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
は
国
民
健
康

保
険
税
が
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
徴
収

（
特
別
徴
収
）さ
れ
ま
す
。

〇
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上

75
歳
未
満
の
方
の
み
で
国
保
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
世
帯
主（
世
帯
主
が
国

保
の
被
保
険
者
で
な
い
場
合
は
除
き
ま

す
。）

〇
公
的
年
金
の
受
給
額
が
年
間
18
万
円
以

上
の
方

〇
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
と
の

合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を

超
え
な
い
方

問
合
せ　

市
民（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ

　

老
人
保
健
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　

老
人
医
療
費
が
年
々
増
え
続
け
、
医
療

費
全
体
の
中
で
高
い
割
合
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病

の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗

塞
を
発
症
し
入
院
に
い
た
る
ケ
ー
ス
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
病
気
の
予
防
、
早
期
発

見
の
た
め
に
も
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ひ
と
つ
の
症
状
で
複
数
の
病
院

に
か
か
る
と
、
同
じ
検
査
や
治
療
、
同
じ

薬
を
も
ら
う
な
ど
「
重
複
受
診
」
と
な
り
、

身
体
に
と
っ
て
危
険
で
す
。
病
歴
等
を
把

握
し
た
う
え
で
診
察
し
て
も
ら
え
る
「
か

か
り
つ
け
の
医
師
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
を

〇
転
職
な
ど
で
医
療
保
険（
被
保
険
者
証

ま
た
は
組
合
員
証
）が
変
更
ま
た
は
内

容
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
転
出
な
ど
で
受
給
者
の
資
格
が
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
受
給
者
証
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
速
や
か

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ

　

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

12
月
31
日
現
在
で
、「
平
成
19
年
工
業

統
計
調
査
」
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
12
月
下
旬
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
の
内
容
は
、
統
計
法
に

よ
り
厳
重
に
守
ら
れ
、
統
計
目
的
以
外
に

は
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

企
画
・
広
報
グ
ル
ー
プ

　

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を

　

検
察
審
査
会
は
、
国
民
の
中
か
ら
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
検
察
官
が
被
疑
者
を

不
起
訴
に
し
た
こ
と
の
当
否
を
審
査
し
ま

す
。
20
歳
以
上
の
方
は
検
察
審
査
員
に
選

ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
選
ば
れ

た
場
合
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

名
古
屋
第
一
・
第
二
検
察
審
査

　

会
事
務
局　

 

０
５
２
（
２
０
３
）１
６

　

１
１

　
『
愛
知
県
最
低
賃
金
』
の
改
正

　

県
内
の
事
業
所
で
働
く
常
用
、
臨
時
、

パ
ー
ト
等
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
愛

知
県
最
低
賃
金
」
は
、
10
月
25
日
か
ら
時

間
額
７
１
４
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
の
産
業
別
最
低
賃
金（
８
業

種
）は
、
現
在
、
改
正
の
た
め
調
査
審
議

中
で
す
の
で
、
今
後
の
改
正
状
況
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

名
古
屋
西
労
働
基
準
監
督
署　

　

０
５
２（
４
８
１
）９
５
３
３

 

農
地
の
無
断
転
用
に
ご
注
意
を

　

農
地
を
住
宅
や
工
場
な
ど
の
建
物
敷
地
、

資
材
置
場
、
駐
車
場
な
ど
農
地
以
外
の
用

途
に
転
用
す
る
と
き
は
、
市
街
化
区
域
・

市
街
化
調
整
区
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
農
地

転
用
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
田

を
畑
へ
埋
立
て
さ
れ
る
時
も
農
地
改
良
届

出
が
必
要
で
す
。

　

農
地
転
用
等
の
計
画
が
あ
る
と
き
は
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局
〔
産
業
グ

ル
ー
プ
内（
東
庁
舎
）〕
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第
４
回
市
議
会
定
例
会
日
程

　

北
名
古
屋
市
議
会
で
は
、
第
４
回
定
例

会
を
市
役
所
東
庁
舎
４
階
で
開
催
し
ま
す
。

議
会
は
、
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
日
程
等
は
、
告
示
日
に
開
催
す

る
議
会
運
営
委
員
会
で
正
式
に
決
定
さ
れ

ま
す
。

〇
本
会
議

　

12
月
４
日（
火
）午
前
10
時
〜

〇
本
会
議（
一
般
質
問
）

　

12
月
11
日（
火
）午
前
10
時
〜

〇
予
算
特
別
委
員
会

　

12
月
14
日（
金
）午
前
10
時
〜

〇
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

　

12
月
17
日（
月
）午
前
10
時
〜

〇
建
設
常
任
委
員
会

　

12
月
18
日（
火
）午
前
10
時
〜

〇
行
政
常
任
委
員
会

　

12
月
19
日（
水
）午
前
10
時
〜

〇
本
会
議

　

12
月
21
日（
金
）午
前
10
時
〜

問
合
せ　

議
会
グ
ル
ー
プ

　

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

　
　
　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

介
護
保
険
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険

料
と
公
費
を
財
源
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
保
険
料
は

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

  

介
護
保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
と
し
て

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
納
入
）と
な
り
ま

す
が
、65
歳
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
の
間（
お

お
む
ね
６
か
月
間
）は
普
通
徴
収（
窓
口
納

付
ま
た
は
口
座
振
替
）で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
特
別
な
理
由
が
な
く
保
険
料
を

納
め
な
い
で
い
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

時
に
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

１
年
以
上
滞
納
し
た
場
合　

介
護
サ
ー
ビ

ス
に
か
か
っ
た
費
用
の
全
額
を
い
っ
た

ん
支
払
い
、
申
請
に
よ
り
保
険
給
付
分

（
費
用
の
９
割
）の
払
い
戻
し
を
受
け
ま

す
。

１
年
６
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合　

介
護

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ
た
費
用
の
全
額
を

支
払
い
、
申
請
を
し
て
も
保
険
給
付
の

一
部
ま
た
は
全
部
が
一
時
的
に
差
し
止

め
と
な
り
、
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
差

し
止
め
さ
れ
た
保
険
給
付
額
か
ら
滞
納

保
険
料
を
差
し
引
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合　

保
険
料
は
、

２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
時
効

に
な
っ
た
未
納
保
険
料
の
額
に
応
じ
て

計
算
さ
れ
た
期
間
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
と
き
の
利
用
者
負
担
が
通
常
の

１
割
か
ら
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

入
札（
見
積
）参
加
資
格
申
請

　
　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合

　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
で
は
、
平
成

20
年
度
・
21
年
度
の
入
札（
見
積
）参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

平
成
20
年
１
月
15
日（
火
）
〜

22
日（
火
）午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
４
時

様　

式　

組
合
の
指
定
様
式

申
込
み　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
総
務
課　
（
22
）４
９
１
２

　
　

水
道
企
業
団
・
衛
生
組
合

　

水
道
企
業
団
、
衛
生
組
合
で
は
、
平
成

20
年
度
・
21
年
度
の
入
札（
見
積
）参
加
資

格
申
請
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

平
成
20
年
1
月
15
日（
火
）
〜

22
日（
火
）午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
４
時

様　

式

〇
県
標
準
様
式　

建
設
工
事
、
調
査
測
量
、

設
計
監
理

〇
各
組
合
の
様
式　

物
品
の
供
給
、
業
務

委
託

申
込
み　

水
道
企
業
団
総
務
グ
ル
ー
プ

　
（
22
）１
２
５
１
、
衛
生
組
合
総
務
課　

（
22
）３
５
８
１　
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住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
す
べ
て
の
既

存
住
宅（
戸
建
住
宅
や
共
同
住
宅
、
店
舗

付
住
宅
な
ど
で
自
動
火
災
報
知
設
備
の
設

置
し
て
あ
る
も
の
を
除
く
）は
、
平
成
20

年
５
月
31
日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

建
物
火
災
の
う
ち
、
死
者
数
の
約
９
割

が
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

死
亡
原
因
の
約
７
割
が
「
逃
げ
遅
れ
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
火
災
警
報
器
に
よ
っ
て
早
め
に

火
災
の
発
生
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
れ

ば
、
助
か
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

火
災
警
報
器
は
皆
さ
ん
の
命
を
守
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
消
防
署
、
消
防
団
が
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
不
適
正
な
価
格
・
強
引
な
販
売
な
ど

を
行
う
業
者
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課　
（
22
）２
５
１
１
ま
た
は

防
災
グ
ル
ー
プ
へ
。

　

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
民
運
動

　
　
　
　
「
犯
罪
に
あ
わ
な
い

　
　
　
　
　

犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い

　
　
　
　
　
　

犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
」

　

12
月
１
日（
土
）か
ら
12
月
20
日（
木
）ま

で
、
年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
の
慌
し
さ
で
、
つ
い
気
持
ち
が
散

漫
と
な
り
が
ち
な
こ
の
時
期
は
、
気
ぜ
わ

し
い
そ
の
ス
キ
を
狙
っ
た
犯
罪
が
起
き
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
見
守
り
活
動
や
あ
い
さ
つ
・

声
か
け
の
励
行
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ま

た
地
域
の
人
同
士
の
連
帯
を
強
く
し
、
犯

罪
者
を
寄
せ
付
け
な
い
地
域
の
目
を
つ
く

る
等
、
犯
罪
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
市
で
も
運
動
期
間
中
に
地
域
の
安

全
・
安
心
を
目
指
し
、
西
枇
杷
島
警
察
署

を
は
じ
め
防
犯
協
会
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
街
頭
啓
発

活
動
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
地
域
安
全

活
動
を
展
開
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で

も
、
地
域
の
安
全
と
安
心
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
地
域
や
学
校
で
行
わ
れ
る
防
犯
教

室
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
北
名
古
屋
市

を
犯
罪
や
事
故
の
な
い
「
安
全
・
安
心
な

ま
ち
」
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

防
災
グ
ル
ー
プ

　

遺
失
物
法
の
改
正

　

落
と
し
物
や
忘
れ
物
の
取
扱
方
法
を
定

め
た
「
遺
失
物
法
」
が
改
正
さ
れ
、
12
月

10
日（
月
）か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
お
も
な

改
正
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
警
察
署
に
届
け
ら
れ
た
落
と
し
物
は
、

警
察
署
に
保
管
し
、
落
と
し
た
方
を
捜

す
期
間
が
、
６
か
月
か
ら
３
か
月
に
短

縮
さ
れ
ま
す
。

　
　

こ
の
期
間
内
に
落
と
し
た
方
が
判
明

し
な
か
っ
た
と
き
は
、
拾
っ
た
方
の
も

の
に
な
り
ま
す
が
、
携
帯
電
話
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
類
な
ど
の
個
人
の
情
報

が
入
っ
た
も
の
は
、
拾
っ
た
方
に
お
渡

し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
落
と
し
物
や
忘
れ
物
の
情
報
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
さ
れ
ま
す
。

　
　

各
都
道
府
県
警
察
で
取
扱
わ
れ
た
落

と
し
物
の
情
報
が
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
さ
れ
ま
す
の
で
、
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
自
分
で
捜
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

落
し
物
に
関
す
る
お
願
い

○
落
と
し
物
を
さ
れ
た
場
合
は
、
落
と
し

た
と
思
わ
れ
る
施
設
や
最
寄
り
の
警
察

署
、
交
番
等
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
落
と
し
物
を
拾
わ
れ
た
場
合
は
、
駅
や

店
な
ど
の
施
設
の
中
で
拾
っ
た
と
き
に

は
そ
の
施
設
に
、
路
上
な
ど
で
拾
っ
た

と
き
に
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番

等
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

西
枇
杷
島
警
察
署　

０
５
２

（
５
０
１
）０
１
１
０
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第
８
回
特
別
弔
慰
金

　　

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
近
づ
い
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
平
成
20
年

３
月
31
日
ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
左
記
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

ご
遺
族
１
人
で
す
。
た
だ
し
、
平
成
17

年
４
月
１
日
現
在
に
、
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場

合
に
限
り
ま
す
。

①
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹（
戦

没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な

か
っ
た
方
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
遺

族
以
外
の
方
と
婚
姻
し
た
こ
と
で
姓
が

変
わ
っ
た
方
ま
た
は
遺
族
以
外
の
方
と

養
子
縁
組
を
し
て
い
る
方
は
除
く
）

④
前
記
③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

⑤
前
記
①
か
ら
④
以
外
の
３
親
等
以
内
の

親
族（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
に
限
る
）

支
給
額　

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債

申
込
み　

所
定
の
申
請
書（
福
祉
東
グ
ル

　

ー
プ
に
あ
り
ま
す
）に
必
要
書
類
を
添

　

え
て
、
福
祉
東
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　

12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は
「
障
害
者

週
間
」
で
す
。
そ
し
て
、12
月
９
日
は
「
障

害
者
の
日
」
で
す
。

　

障
害
を
持
つ
方
へ
の
障
壁
を
取
り
除
き
、

障
害
を
持
つ
方
が
地
域
で
い
き
い
き
と
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住
民
が
互

い
に
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

昭
和
56
年
の
国
際
障
害
者
年
に
、
12
月

９
日
が
「
障
害
者
の
日
」
と
宣
言
さ
れ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
４
年
、
国
連
は
12

月
３
日
を
「
国
際
障
害
者
デ
ー
」
と
宣
言

し
ま
し
た
。「
障
害
者
週
間
」
は
、
障
害

を
持
つ
方
が
自
ら
の
自
立
と
社
会
参
加
へ

の
意
欲
を
高
め
、
ま
た
国
民
の
障
害
を
持

つ
方
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
よ
り
一
層

深
め
る
た
め
の
期
間
と
し
て
、
国
際
障
害

者
デ
ー
か
ら
障
害
者
の
日
ま
で
の
12
月
３

日
か
ら
９
日
を
「
障
害
者
週
間
」
と
定
め

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
障
害
者
問
題
に

つ
い
て
、
ぜ
ひ
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ
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新
川
流
域
水
害
対
策

　
　
　
　
　
　
　

計
画
の
縦
覧

　

県
お
よ
び
新
川
流
域
関
係
16
市
町
は
、

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
に
基
づ

く
新
川
流
域
水
害
対
策
計
画
を
定
め
ま
し

た
。
関
係
図
書
は
、
次
の
と
お
り
縦
覧
で

き
ま
す
。

と
こ
ろ　

都
市
整
備
グ
ル
ー
プ（
西
庁
舎
）、

下
水
道
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）

問
合
せ　

都
市
整
備
グ
ル
ー
プ
、
下
水
道

グ
ル
ー
プ

　

名
古
屋
高
速
道
路
の
開
通

　

名
古
屋
高
速
道
路
公
社
が
建
設
を
進
め

て
き
た
高
速
６
号
清
須
線
が
、
12
月
９
日

（
日
）午
後
３
時
に
開
通
し
ま
す
。
こ
の
路

線
の
開
通
で
、
先
に
開
通
し
た
高
速
16
号

一
宮
線
を
経
由
し
て
名
神
高
速
道
路
と
接

続
し
、
県
北
西
部
や
岐
阜
方
面
と
名
古
屋

都
心
部
お
よ
び
中
部
国
際
空
港
や
名
古
屋

港
な
ど
の
拠
点
と
の
ア
ク
セ
ス
が
一
層
向

上
し
利
便
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
開
通
後
の
名
古
屋
線
通
行
料
金

は
現
行
ど
お
り
普
通
車
７
５
０
円
、
大
型

車
１
５
０
０
円
で
す
。

問
合
せ　

名
古
屋
高
速
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
　

０
５
２（
９
１
９
）３
２
０
０

　

忘
れ
物
を
預
か
っ
て
い
ま
す

　

総
合
体
育
館
、
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ニ

子
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
の
忘
れ
物
を
お
預
か

り
し
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

総
合
体
育
館
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
12

月
27
日（
木
）ま
で
総
合
体
育
館
で
保
管
し
、

そ
の
日
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
。

問
合
せ　

総
合
体
育
館

　

12
月
の
納
税

〇
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税　

第
３
期

〇
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

第
７
期

〇
介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
　

第
５
期

　
　
　

納
期
は
、
12
月
25
日
ま
で
で
す
。

　

保
育
料
の
振
替

　

保
育
料
の
口
座
振
替
が
で
き
る
よ
う
、

預
貯
金
額
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
替
日　

12
月
６
日（
木
）

問
合
せ　

児
童
グ
ル
ー
プ

　

多
重
債
務
の
無
料
相
談

　

市
で
は
、
県
弁
護
士
会
の
協
力
で
、
多

重
債
務
者
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談

担
当
弁
護
士
を
無
料
で
紹
介
し
ま
す
。　

　

サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
の
借

入
が
原
因
で
、
市
税
等
の
納
税
に
お
困
り

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

収
納
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）
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愛
知
県
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　

県
を
は
じ
め
、
県
弁
護
士
会
、
県
司
法

書
士
会
が
共
同
で
無
料
相
談
会
を
行
い
ま

す
。

　

サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
借
金
で
お
悩

み
の
方
に
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
等
が
電

話
や
面
接
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
16
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ

〇
中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ（
名
古
屋
市
中

区
三
の
丸
３

－

１

－

２
自
治
セ
ン
タ
ー

１
階
）

〇
尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ（
一
宮
市
本
町

４

－

３

－

１
ル
ボ
・
テ
ン
サ
ン
ビ
ル
４

階
）

問
合
せ　
　
　
　
　

〇
中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ　

０
５
２

（
９
６
２
）５
１
０
０

〇
尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ　

０
５
８
６

（
71
）５
９
０
０　
　
　
　

　

納
税
に
は

　
　
　
　

便
利
な
口
座
振
替
を

　　

仕
事
や
家
事
に
忙
し
い
と
、
つ
い
つ
い

納
期
も
忘
れ
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
方
は
、

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
税
を
済
ま
す

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
税
な
ど

　

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
十
五
ヶ
用
水
賦
課
金

取
扱
い
金
融
機
関
な
ど

　

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
大
垣
共
立
銀

行
、十
六
銀
行
、百
五
銀
行
、岐
阜
銀
行
、

愛
知
銀
行
、
名
古
屋
銀
行
、
中
京
銀
行
、

岐
阜
信
用
金
庫
、
愛
知
信
用
金
庫
、
い

ち
い
信
用
金
庫
、
瀬
戸
信
用
金
庫
、
中

日
信
用
金
庫
、
西
春
日
井
農
業
協
同
組

合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
旧
郵
便
局
）

申
込
み　

預
金
通
帳
と
通
帳
印
を
ご
持
参

の
う
え
、
お
取
扱
い
の
金
融
機
関
ま
た

は
収
納
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　

徴
収
員
に
よ
る

　
　
　

訪
問
徴
収
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
未
納
の
市
税
の
訪
問
徴
収
や

口
座
振
替
納
付
の
勧
奨
な
ど
を
、
市
が
任

命
し
た
徴
収
員
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

徴
収
員
が
訪
問
す
る
際
は
、
徴
収
員
証
お

よ
び
分
任
出
納
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

徴
収
員　

堀
部
鉱
、
都
築
勲
、
今
川
浩
幸
、

社
本
喜
代
春

対　

象　

市
県
民
税
、
法
人
市
民
税
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

保
育
料
、
学
校
給
食
費

問
合
せ　

収
納
グ
ル
ー
プ

　

税
の
無
料
相
談

　

商
工
会
で
は
、
青
色
事
業
所
得
者
を
対

象
に
、年
末
調
整
・
決
算
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。

○
師
勝
町
商
工
会

年
末
調
整
指
導

と　

き　

平
成
20
年
１
月
７
日（
月
）・
８

日（
火
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

決
算
指
導

と　

き　

平
成
20
年
１
月
29
日（
火
）午
前

10
時
〜
午
後
４
時

決
算
指
導（
会
計
ソ
フ
ト
利
用
者
対
象
）

と　

き　

平
成
20
年
１
月
30
日（
水
）午
前

10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

師
勝
町
商
工
会
館

申
込
み　

開
催
日
の
１
か
月
前
か
ら
師
勝

町
商
工
会　
（
22
）５
４
１
１
へ
。

○
西
春
町
商
工
会

年
末
調
整
指
導

と　

き　

平
成
20
年
１
月
８
日（
火
）・
９

日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

決
算
指
導

と　

き　

平
成
20
年
１
月
23
日（
水
）・
24

日（
木
）・
25
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後

４
時

と
こ
ろ　

西
春
町
商
工
会
館

申
込
み　

西
春
町
商
工
会　
（
25
）０
０
０

　

１
へ
。
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子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番　

　

県
中
央
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

の
家
庭
支
援
相
談
員
が
、
家
庭
で
の
悩
み

や
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

連
絡
先　
　

０
５
２（
９
５
３
）４
１
５
２

　

児
童
虐
待
相
談

　
「
児
童
虐
待
で
は
」
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

連
絡
先　

児
童
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
県
中
央

児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー　

０
５

　

２（
９
６
１
）７
２
５
０

※　

緊
急
の
場
合
は
、
市
役
所　
（
22
）１

　

１
１
１（
夜
間
対
応
可
）へ
。

　

教
育
相
談

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
電
話
や
面

接
で
応
じ
ま
す
。

と　

き　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
９

　

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
け
ぼ

の
」（
高
田
寺
起
返
18
）

連
絡
先　
　
（
24
）４
１
５
２

　

い
じ
め
・
不
登
校
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　

県
尾
張
教
育
事
務
所　

０
５
２

（
９
６
１
）０
９
０
０

　

子
育
て
相
談

　

保
育
士
が
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
電
話
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　
　
（
22
）５
１
５
１

◇
面
接
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　
　
（
26
）７
７
６
３

◇
発
達
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　
　
（
26
）７
７
６
３

　

精
神
障
害
者
と

　
　
　

家
族
の
た
め
の
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
で
は
、
精
神
障
害
の

あ
る
方
の
制
度
や
家
庭
で
の
介
護
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

12
月
13
日（
木
）・
27
日（
木
）午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽　
（
25
）０
６

　

３
１

※　

相
談
は
予
約
制
で
す
が
、
希
望
者
が

な
け
れ
ば
当
日
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
相
談

　

市
が
実
施
す
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
地
元
の
建
築
士

が
耐
震
改
修
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

12
月
21
日（
金
）午
後
１
時
〜
４

時
と
こ
ろ　

市
役
所
西
庁
舎　

第
３
会
議
室

相
談
員　
（
社
）愛
知
建
築
士
会
名
古
屋
西

支
部
の
建
築
士

定　

員　

６
人（
先
着
順
）

申
込
み　

12
月
４
日（
火
）か
ら
施
設
管
理

グ
ル
ー
プ（
西
庁
舎
）へ
。

　

Ｄ
Ｖ
相
談　
　
　
　
　
　
　
　

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス)
と
は
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な

ど
身
近
な
人
か
ら
受
け
る
暴
力
の
こ
と
で

す
。

　

Ｄ
Ｖ
で
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
電
話
や
面
接
で
応
じ
ま
す
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

連
絡
先　

児
童
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）お
よ

び
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー　

０
５
２

（
９
１
３
）３
３
０
０

※
緊
急
の
場
合
は
、
西
枇
杷
島
警
察
署　

０
５
２
（
５
０
１
）0
１
１
０
（
夜
間
対

応
可
）へ
。

　

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

　
　
「
育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の

　
　

人
権
意
識
〜
思
い
や
り
の
心
、

　
　

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜
」

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
人
権
週

間
」
で
す
。
人
権
の
意
識
や
重
要
性
に
関

す
る
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
８
人
の
方
が
人
権

擁
護
委
員
と
な
っ
て
、
身
近
な
人
権
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

北
名
古
屋
市
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

早
川
博
俊（
鹿
田
）　　
（
21
）０
３
６
１

大
野
英
夫（
六
ツ
師
）　
（
21
）０
６
２
２

大
野
洋
子（
六
ツ
師
）　
（
21
）２
０
５
４

柴
田
真
成（
高
田
寺
）　
（
21
）０
８
８
７

大
柿
英
實（
井
瀬
木
）　
（
23
）５
４
２
５

天
野
滋（
九
之
坪
）　　
（
22
）０
３
１
５

本
田
昭
文（
中
之
郷
）　
（
21
）０
４
７
２

北
條
正
德（
法
成
寺
）　
（
21
）０
４
１
９

問
合
せ　

福
祉
東
グ
ル
ー
プ
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相談名 と き ところ 相談員 問合せ

こども相談  随時 ８:30～ 17:00 東庁舎児童グループ 市の家庭相談員 児童グループ

こども相談（出張）

 12月5日（水） 10:00～ 15:00 東子育て支援センター

市の家庭相談員 児童グループ
※予約制

 12月12日（水） 10:00～ 15:00 北子育て支援センター

 12月19日（水） 10:00～ 15:00 西子育て支援センター

 12月26日（水） 10:00～ 15:00 南子育て支援センター

女性相談
 12月6日（木） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

県の女性相談員 児童グループ
 12月20日（木） 10:00～ 12:00 東庁舎市民相談室

母子家庭等就業相談
 12月26日（水） 10:00～ 12:00 西庁舎分館小会議室

県の就業相談員 児童グループ
 12月26日（水） 13:30～ 15:30 東庁舎福祉相談室

母子自立支援相談  随時 10:00～ 16:00 東庁舎児童グループ
市の母子自立支援
員 児童グループ

母子自立支援相談（出張）  毎週水曜日 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

心身障害者相談
 12月11日（火） 10:00～ 12:00 東庁舎市民相談室

身体障害者相談員
知的障害者相談員

福祉（東・西）グループ
※電話での相談可

 12月26日（水） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

法律相談

 12月13日（木）・27日（木）
 9:00～ 12:00

総合福祉センター
もえの丘相談室

弁護士 社会福祉協議会
※予約制

 12月20日（木） 9:00～ 12:00 西庁舎分館会議室

心のケア相談  12月18日（火） 9:00～ 12:00 総合福祉センター
もえの丘相談室

全日本カウンセリ
ング協議会認定カ
ウンセラー

社会福祉協議会

ボランティア相談  12月19日（水） 13:30～ 15:30
総合福祉センターも
えの丘ボランティア
専用室

ボランティア活動
実践者、社会福祉
協議会職員

社会福祉協議会

心配ごと相談
 12月11日（火） 9:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

社会保険労務士等 社会福祉協議会
 12月11日（火） 13:30～ 16:30 総合福祉センター

もえの丘相談室

マンション相談  12月18日（火） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室
マンション管理士、宅
地建物取引主任者、シ
ニアライフアドバイザー

社会福祉協議会
※予約制

不動産取引の悩みごと相談  12月20日（木） 13:00～ 16:00 西庁舎分館相談室 愛知県宅地建物
取引業協会 社会福祉協議会

消費生活相談  毎週水曜日 13:30～ 16:30 東庁舎市民相談室 消費生活専門相
談員

産業グループ
※電話での相談可

職業支援相談  随時 10:00～ 16:30 東庁舎職業支援室 就職促進協力員 産業グループ

国民年金相談
 毎週月・木曜日 9:00～ 12:00 東庁舎市民東グループ

年金相談員 市民（東・西）グループ
※年金手帳持参

 毎週火・金曜日 9:00～ 12:00 西庁舎市民西グループ

広聴相談（行政一般）  随時 9:00～ 17:00 西庁舎内会議室等 市職員 企画・広報グループ
※予約制

各種相談をご利用ください。詳しくは、各窓口へ。
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成人保健事業
名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細

成人健康相談

心の健康相談
（要予約）
バランス料理教室
～ＰＰＫ（ピンピ
ンコロリ）を達成
する食事～
（要予約）

西保健センター

西保健センター

健康ドーム

成人保健事業の予約・申込み・お問い合わせは西保健センター
（　24－1551）へ

13：30～15：30

13：30～15：30

10：00～12：30

持ち物：健康手帳
内　容：血圧測定、尿検査、栄養・健康相談
内　容：不安・イライラ・不眠など心に関

する健康相談
対　象：市内在住・在勤の方
持ち物：エプロン、ふきん、三角巾、タオ

ル、ボールペン
定　員：20人（先着順）
内　容：栄養の話、調理実習
参加費：500円
申込み：12月17日（月）～1月11日（金）

離乳食講習会
　と　き　１２月１２日（水）午前１０時～正午（受付：９時
　　　　　３０分～）
　ところ　健康ドーム　クッキングルーム
　対　象　生後5か月以上の乳児を持つ家族および離乳食
　　　　にお困りの方
　定　員　２０人（先着順）
　内　容　離乳食の講話と実習
　持ち物　エプロン、タオル、ふきん、三角巾、母子健康手
　　　　帳、ボールペン
　参加費　２００円
　申込み　１２月5日（水）から10日（月）までに東保健
　　　　センターへ。

高齢者インフルエンザ予防接種
　　１０月１５日以降に指定医療機関以外でインフルエンザ予
防接種を受けられた６５歳以上の方は、補助金を交付します
ので、東・西保健センターへ申請してください。
　必要書類　医療機関で使用した予診票、領収書、振込先口
　　　　　座番号〔㈱ゆうちょ銀行以外、印かん〕
　問合せ　東保健センター

神経系難病患者・家族教室（つどい）
　　神経系難病で療養されている方やご家族の方を対象に
「つどい」を開催します。
　　と　き　12月19日（水）午後２時～４時
　　ところ　師勝保健所
　　内　容　音楽療法、クリスマス会
　　申込み期限　12月１７日（月）まで

お 知 ら せ

12月5日（水） 

12月5日（水）

平成２０年１月１８日（金）

※　託児を希望される方は、5日前までに
　健康ドーム内の子育て支援室　（22）
　7601へお問い合わせください。

※　託児を希望される方は、5日前までに健康ドーム内の子育て
　支援室　（22）7601へお問い合わせください。

師勝保健所からのお知らせ
　　申込み・お問い合わせは、師勝保健所　（23）5811へ。

※　1月11日以降に参加申込みを取り消す場合は参加費はお返
　しできません。

今月の健康川柳：よく遊び　よくたべ　よく寝　元気な笑顔

休日診療
日曜日、祝日に急病人が出たとき

救急病院をご紹介します
「救急医療情報センター」 　（81）1133

東部休日急病診療所
（23）0122

西部休日急病診療所
052（503）8277

2日（日）

9日（日）

16日（日）

23日（日）

24日（月）

29日（土）

30日（日）

31日（月）

1日（火）

2日（水）

3日（木）

12月

1月

遠藤外科・整形外科
052（502）8841

済衆館病院
（21）0811

西春整形外科
（21）5521

松尾整形外科
（23）6011

びわじま整形外科
052（505）8778

安田クリニック
（26）2020

しろしたクリニック
052（400）3755

済衆館病院
（21）0811

きとう医院
052（400）7211

ゆたかクリニック
052（408）0171

清須市
西枇杷島町
北名古屋市
鹿田
北名古屋市
西之保
北名古屋市
片場
清須市
西枇杷島町

北名古屋市
九之坪
清須市
西田中
北名古屋市
鹿田
清須市
寺野
春日町
落合

外科（10：00～17：00） 歯科（9：30～11：30）
日 付 外 科 歯 科 所在地所在地

内科・小児科（9：30～16：30）

近藤歯科
052（409）8３８９

かいがわ歯科
（25）4108

横井歯科医院
052（400）2030

川崎歯科医院
（22）1130

岡崎歯科
052（400）7236

星が丘歯科クリニック
052（400）2818

とくしげ歯科
（22）4182

おぜき歯科クリニック
052（401）8020

くまざわ歯科
（24）0505

新清州歯科医院
052（409）6777

ぱんだ歯科
（26）3388

清須市
桃栄
北名古屋市
西之保
清須市
土器野
北名古屋市
西之保
清須市
清州
清須市
廻間
北名古屋市
徳重
清須市
上条
北名古屋市
法成寺
清須市
新清州
北名古屋市
九之坪
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母子保健事業
名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細

母子健康手帳発
行

パパママ教室

４か月児健診

※　BCG予防接
種も行います。

10か月児健診

1歳6か月児健
診

2歳児むし歯予
防教室

3歳児健診

育児・母乳相談

発達相談
（要予約）
子ども健康相談

個別接種（三種混
合・ＭＲワクチン）
（要予約）

12月10日（月） ・ 25（火）
１２月5日（水）・19日（水）

１日目　１２月１３日（木）
2日目　１２月14日（金）

12月7日（金）
　

12月19日（水）

12月17日（月）

12月21日（金）
12月20日（木）

12月6日（木）

12月12日（水）

12月13日（木）

12月21日（金）

12月21日（金）
12月11日（火）
12月19日（水）

東保健センター
西保健センター

健康ドーム

健康ドーム

健康ドーム

東保健センター

西保健センター
東保健センター

西保健センター

東保健センター

西保健センター

東保健センター

東保健センター
西保健センター
健康ドーム

母子保健事業の予約・申込み・お問い合わせは東保健センター
（　23－4000）へ

10：00～10：30
（受付9：45～10：00）

13：10～15：20

1日～10日生まれ
  受付13：00～13：15
11日～20日生まれ
  受付13：30～13：45
21日以降生まれ
  受付14：00～14：15
ＢＣＧのみの方
  受付13：30～14：00
1日～10日生まれ
  受付13：00～13：15
11日～20日生まれ
  受付13：30～13：45
21日以降生まれ
  受付14：00～14：15

1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
受付13：00～13：45
11月生まれ
  受付9：00～9：15
12月生まれ
  受付10：00～10：15
11月生まれ
  受付9：30～9：45
12月生まれ
  受付10：15～10：30
1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
受付13：00～13：45

9：30～11：00

13：30～15：00
9：30～11：00
10：00～11：00

　

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子健康手帳の使い方や妊娠中の

過ごし方などについて説明
対　象：妊娠５か月以上の方と夫
定　員：２５組（先着順）
持ち物：母子健康手帳、ボールペン
 １日目：妊娠中の歯科衛生について、父親

の役割、妊娠体験、沐浴実習
 ２日目：分娩の経過と呼吸法、おっぱいの

準備、妊娠中の栄養について
申込み：１２月６日（木）まで
対　象：平成19年8月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4

か月児健診問診票、ＢＣＧ予診票、
バスタオル、体温計、ボールペン

※　6か月未満児でＢＣＧ未接種の場合は
　ご相談ください。

対　象：平成19年2月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の

10か月児健診問診票、オムツ、
ミルク

内　容：健診、ボランティアによる絵本の
読み聞かせ（ブックスタート事
業）

対　象：平成18年5月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル

対　象：平成17年11月・12月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル
内　容：歯科健診、歯のみがき方、フッ化

物塗布
※　歯を磨いてきてください。　

対　象：平成16年12月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、視力・聴力検査ア

ンケート、歯ブラシ、コップ、タオル
※　当日は、尿検査があります。なお、視
力・聴力の検査は自宅で行ってきてくだ
さい。
持ち物：母子健康手帳
※母乳相談は要予約
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳、予防接種予診票、
健康保険証、乳幼児医療費受給者証

※　体調の良い時に接種を受けてください。
指定医療機関にあらかじめ電話などで予約してください。

※　託児を希望される方は、5日前までに健康ドーム内の子育て
　支援室　（22）7601へお問い合わせください。



広報北名古屋は、環境にやさしい古紙配合率100％再
生紙と大豆油インキを使用しています

2007
NO.010

北名古屋市の人口（11月1日現在）
総人口
男　性
女　性
世帯数

80,489人　 （+   74）
40,479人　 （+   34）
40,010人　 （+   40）
31,462世帯 （+   45）

イベント
施 設
情 報

2007

12
■ 市民音楽祭
と　き／12月9日（日）午後2時～（午後1時30分開場）
ところ／文化勤労会館 大ホール
入場料／500円（小学生以下無料）。入場券は、文化勤労会館、東公民館、
　　　　健康ドームで販売しています。
問合せ／生涯学習グループ 

■ ドーム「城の湯」(人工温泉)
利用時間／正午～午後８時30分
ところ／北名古屋市健康ドーム ３階（九之坪笹塚１）
料　金／大人400円、小・中学生200円、小学生以下 無料
休館日／月曜日（祝日にあたる場合は、その日以後の祝日でない日）
問合せ／健康ドーム ☎ (23)7006


